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▲愛媛県外国語指導助手
　デリー・ケレハーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は先週、松山の坊ちゃん劇場に「誓いのコイン」という劇を見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に行きました。この劇はロシア人の多くの捕虜が松山のおもてなし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の心を知り、ある捕虜と日本人の女性看護師がお互いに惹かれあう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という話です。この劇を見た私は、西条市で過ごした時間と似てい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るように思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私の場合は、西条市の女性と惹かれあうことはありませんでした
　が、心からのおもてなしを数え切れないぐらい経験しました。西条市に着いた瞬間から、市民の皆さんが趣のあ
　る場所へ連れて行ってくれて、送り迎えもよくしてくれました。皆さんの家に招いてもらったり、豪華な料理や
　地酒を山盛りごちそうしてもらったりして、日本語と日本文化・歴史について教えてもらいました。細部まで心
　のこもった配慮をしていただいて、感謝しています。
　　このたび、市報の記事を書かせてもらっているのは、非常に残念ながら私の西条市での滞在が終わりかけてい
　るからです。平成18年に高校で英語を教えるために西条市に来ました。松山空港に着いた、大学を卒業したばか
　りの私に比べて、今では、より共感ができ、感謝を知り、異文化の世界での自我が芽生えてきた私が愛媛県を去
　ります。皆さんと西条市で暮らし、働くことによって、私はより良い人間に変わりました。このようなおもてな
　しは、どこに行っても経験したことがありません。一人一人に感謝の気持ちを伝えられなくて申し訳ありません
　が、この手紙で感謝が伝わるようにと考えています。この経験と皆さんのことを一生忘れず、同じようなおもて
　なしを他人にしたいと思います。「誓いのコイン」からのロシア語で終わらせてもらいたいと思います。
　「ダスビダーニア」：「また会える日まで」心より、ありがとうございました。　＜訳：国際交流員ケイレブ＞
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